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いい日いい日は、介護の日 特集

特集特集
♥
65
歳
以
上
の

　
要
介
護
認
定
状
況

第
１
号
被
保
険
者
数８

︐９
８
７
人　

要
介
護
認
定
者
数

（
要
支
援
１
～
要
介
護
５
）

１
︐２
８
６
人

要
介
護
認
定
率
：
14
.３
％

（
令
和
５
年
７
月
末
現
在
）

♥
介
護
保
険
の
し
く
み

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
介
護

や
支
援
等
に
か
か
る
費
用
を
社
会
全
体
で
支
援
す

る
保
険
制
度
の
こ
と
で
す
。

　
市
が
保
険
者
と
な
っ
て
運
営
を
行
い
、
40
歳
以

上
の
皆
さ
ん
が
加
入
者
（
被
保
険
者
）
と
な
っ
て

保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に

費
用
の
一
部
を
利
用
者
負
担
と
し
て
支
払
う
こ
と

で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

♥
介
護
保
険
の
支
払
い
は
何
歳
か
ら
？

40
歳
に
な
る
と
介
護
保
険
の
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
は
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
と
一
緒
に
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
は
、
個
人
ご
と
に
市
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

♥
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ
う
に
し
て

　
利
用
で
き
ま
す
か
？

今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
人
の
助
け
が
な
い

と
難
し
く
な
っ
た
と
き
、
も
の
忘
れ
な
ど
が
多
く

な
っ
た
と
感
じ
た
と
き
は
、
ま
ず
は
、
長
寿
介
護

課
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

被保険者 保険料の額 保険料の納め方

第1号
被保険者

（65歳～）

基準額▶61,600
円（年額）
10段階に区分さ
れ た 所 得 段 階 に
応じて、基準額の
0.3から1.9倍の
保険料額が設定さ
れています。

老齢（退職)・遺
族・障害年金を
年額18万円以上
受給している方

年金からの天引き
【特別徴収】

上記の年金が年
額18万円に満た
ない方等

納付書による納付
または口座振替 

【普通徴収】

第2号
被保険者

（40～64歳）

加入している医療
保険の算出方法に
より決まります。

加入している医療保険の保険料と一
緒に納めます。
※詳細は加入先の医療保険者にお問
　い合わせください。

■このページの問い合わせ　長寿介護課 介護保険担当
　　　　　　　　　　　　　(保健福祉センター内）☎23-4313

11
月

11
日

1111
月月

1111

ああ
っ
た
か
介
護

っ
た
か
介
護 

ああ
り
が
と
う

り
が
と
う

は
介
護
の
日

は
介
護
の
日

　
「
介
護
の
日
」
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
家
族
、
介
護
従
事
者
、

地
域
社
会
に
お
い
て
支
援
す
る
人
な
ど
介
護
に
関
わ
る
多
く
の
方
を
支
援

す
る
と
と
も
に
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す
る
日
で
す
。

　

日
本
の
65
歳
以
上
の
方
の
高
齢
化
率
は
29
.０
％
（
令
和
５
年
度
版
高

齢
社
会
白
書
）、
本
市
は
９
月
１
日
時
点
で
32
.０
％
と
ほ
ぼ
３
人
に
一
人

が
65
歳
以
上
の
超
高
齢
社
会
と
な
っ
て
お
り
、
介
護
の
必
要
な
方
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
介
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

いい日

いい日

　
本
市
で
は
高
齢
者
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
事
業
が
適
正

に
運
用
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
を
３
年
毎
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
等
を
推
計

し
、
事
業
者
や
福
祉
団
体
の
代
表
者
等
で
構
成
さ
れ
る

策
定
懇
話
会
を
中
心
に
、
第
９
期
計
画
（
令
和
６
年
度

か
ら
８
年
度
）
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

要介護5  157人 要支援2  100人

要支援1  39人

■ 要支援 1　　■ 要支援 2　　■ 要介護 1
■ 要介護 2　　■ 要介護 3　　■ 要介護 4
■ 要介護 5

要介護1
238人

要介護3
234人 要介護2

320人

要介護4
198人

65歳以上の要介護認定状況（韮崎市）



3

いい日いい日は、介護の日特集

　
社
会
の
高
齢
化
に
伴
い
介
護
を

行
う
家
族
の
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

介
護
を
頑
張
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、

負
担
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
も
、

ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
良
い
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
家
族
介
護
者
健
康
相
談
事
業

　
在
宅
介
護
を
行
っ
て
い
る
介
護

者
で
心
身
状
態
に
不
安
が
あ
る
方

に
対
し
、
専
門
家
（
看
護
師
）
が

月
１
回
程
度
訪
問
し
ま
す
。
費
用

は
無
料
で
す
。

●
認
知
症
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
ま

た
地
域
住
民
や
ケ
ア
専
門
家
が
情

報
交
換
し
な
が
ら
集
う
場
で
す
。

悩
み
を
共
有
、
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ

長
寿
介
護
課
介
護
支
援
担
当

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３ｰ
４
３
１
３

介
護
者
の
皆
さ
ん
を

応
援
し
ま
す

ア
ー
ト
リ
ッ
プ
は
絵
画
を
鑑
賞

し
な
が
ら
対
話
を
通
じ
、
脳
に
刺

激
を
与
え
、
想
像
力
を
豊
か
に
す

る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
芸

術
の
秋
、
絵
画
を
鑑
賞
し
な
が
ら

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は
、

無
料
で
す
。

■
講
師　
ア
ー
ト
リ
ッ
プ

   　
　
　
ア
ー
ト
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

　
　
輿こ

し
い
し石

美み

わ

こ

和
子
氏

　
　
石い

し
つ
き月

奈な

つ

こ

津
子
氏

■
日
時

11
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
韮
崎
大
村
美
術
館

■
対
象
者　
在
宅
介
護
さ
れ
て
い

　
る
方
・
こ
れ
か
ら
さ
れ
る
方
・

　
介
護
を
し
て
い
た
方
・
介
護
関

　
係
者
・
介
護
に
興
味
の
あ
る
方
、

　
現
在
介
護
を
受
け
て
い
る
ご
本

　
人
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
長
寿
介
護
課
介
護
支
援
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３ｰ

４
３
１
３

家
族
介
護
教
室

「
ア
ー
ト
リ
ッ
プ
」開
催

　
「
普
段
通
っ
て
い
る
病
院
」
や

「
緊
急
連
絡
先
」
な
ど
の
情
報
を

専
用
の
容
器
に
入
れ
、
各
家
庭
の

冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
く
「
救
急

時
安
心
情
報
キ
ッ
ト
」
を
一
人
暮

ら
し
の
方
を
対
象
に
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
や
病
気
や
け
が
な
ど
で

救
急
隊
員
が
駆
け
つ
け
た
時
に
容

器
の
中
を
確
認
し
て
、
避
難
先
や

病
院
へ
の
速
や
か
な
情
報
伝
達
、

搬
送
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
活
用
し
て
い
る
方
は
、

こ
の
機
会
に
救
急
時
安
心
情
報

シ
ー
ト
の
内
容
が
古
い
情
報
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
な
い
か
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

　
長
寿
介
護
課
介
護
支
援
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３ｰ

４
３
１
３

【あなたの今のフレイル状態は!?】
① 6か月間で体重が2～3㎏以上減った □はい　□いいえ

② 疲れたような感じ（倦怠感）が続く □はい　□いいえ

③ 筋力（握力）が低下した □はい　□いいえ

④ 以前に比べて歩く速度が遅くなった □はい　□いいえ

⑤ 以前に比べて体を動かすこと（活動
量）が減った □はい　□いいえ

《はい》にチェックした項目が

　　「フレイル！」要介護状態に
　　ならないように心身の機能
　　の改善に努めましょう。

　　「プレフレイル！」フレイル
　　予防に取り組みましょう。

　　「健康」今の良い健康状態を
　　維持しましょう。

フ
レ
イ
ル
予
防

フ
レ
イ
ル
予
防
にに
取
り
組
も
う

取
り
組
も
う
!!

●
フ
レ
イ
ル
と
は
︙

　
高
齢
期
に
病
気
や
老
化
な
ど

の
影
響
を
受
け
て
、
心
身
の
活

力
（
筋
力
、
認
知
機
能
、
社
会
と

の
つ
な
が
り
）
を
含
む
生
活
機
能

が
低
下
し
、
要
介
護
状
態
と
な
る

危
険
性
が
高
い
状
態
を
示
し
ま

す
。
つ
ま
り
、
健
康
と
要
介
護
の

中
間
で
あ
り
、
心
身
が
衰
え
始
め

た
状
態
で
す
。

●
フ
レ
イ
ル
予
防
に
大
事
な
こ
と

　
フ
レ
イ
ル
の
状
態
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
予
防
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
健
康
な
状
態
に
戻
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
早
め
の
気
づ
き
が
大

切
で
す
！

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
す
た

め
に
、
介
護
予
防
に
取
組
み
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
‼ 

　
市
で
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
つ

な
が
る
、
様
々
な
介
護
予
防
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

長
寿
介
護
課
介
護
予
防
担
当

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３ｰ

４
３
１
３

当てはまる
方に□を！

◀◀

３
つ
以
上

１
～
２
つ

な
し

65
歳
以
上
の
1
人
暮
ら
し
の
方

「
救
急
時
安
心
情
報

　   

　
キ
ッ
ト
」
を
準
備

　
　
　
し
ま
し
ょ
う
！
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　今年の７月に前半の総合健診を受けた75歳以上の方（756人）を対象に「ウォーキング等の運動を週1
回以上していますか？」という質問をしたところ、約４割の方（327人）が「いいえ」という回答でした。
　市では、健康運動指導士の指導による『いきいき貯筋クラブ』を1地区６回コースで開催します。また、
口の健康について学ぶ「健口教室」と栄養について学ぶ「シルバークッキング教室」さらに認知症予防につ
いて学ぶ「脳ひらめき教室」も併せて開催します。身近な公民館で健康づくりやフレイル予防ができる絶好
のチャンスです。みなさんで健康長寿を目指しましょう！

■対　　象　おおむね65歳以上の方
■内　　容　体力測定（初回・後半で１回）、健康体操、筋力向上運動 など
■時　　間　９時30分～11時
■持ち物等　水分補給ができるもの、体操ができる服装、室内用運動靴
　　　　　　※感染症対策として、マスクの着用が効果的な場面では着用を推奨します。
※検温した上でご参加ください。発熱や風邪症状など、体調が悪い方は参加を見合わせてください。
■申 込 み　不要です。直接会場へお越しください。

※新型コロナウイルス感染症の状況、台風、雪等、荒天の場合は日程の変更・中止となる場合があります。
※　　　の日は「いきいき健口教室」として、口の健康について勉強します。
※　　　の日は「シルバークッキング教室」として、栄養について勉強します。
      調理実習を行わず、講義のみとなります。
※   　　の日は「脳ひらめき教室」として、回想法による認知症予防教室を行います。
※それぞれ自主活動を行っています。日程等詳しくは、お問い合わせください。

　悩みや辛さを１人で抱え込まず、相談員に相
談してみませんか？相談は無料、秘密は厳守し
ます。
■開設日　月曜日～金曜日　13時～17時
■相談員　月・水　認知症介護経験者
　　　　　火・木・金　専門職
■問い合わせ　山梨県認知症コールセンター
　　　　　　　☎055-254-7711

【令和5年度 いきいき貯筋クラブ（後期）開催日一覧表】

いきいき貯筋クラブいきいき貯筋クラブ（後期）（後期）がスタート!がスタート!

■問い合わせ
　長寿介護課 介護予防担当

(保健福祉センター内)
　☎23-4313

公民館名 開催日
第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第9回

大草町
(大草ふれあい　
　　センター)

11月7日 11月21日 12月5日 12月19日 1月9日 1月23日 2月6日 2月20日

火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日㋛ 火曜日 火曜日㋺

旭町
（旭公民館）

11月6日 11月20日 12月4日 12月18日 1月15日 1月29日 2月5日 2月26日

月曜日 月曜日 月曜日㋛ 月曜日 月曜日 月曜日㋺ 月曜日 月曜日

清哲町
（清哲会館）

11月2日 11月16日 12月7日 12月21日 1月4日 1月18日 2月1日 2月15日

木曜日 木曜日 木曜日 木曜日㋛ 木曜日 木曜日 木曜日㋺ 木曜日

中田町
（中田公民館）

11月13日 11月27日 12月11日 12月25日 1月15日 1月22日 2月5日 2月19日

月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日㋺ 月曜日 月曜日㋛ 月曜日

竜岡町
（竜岡公民館）

11月9日 11月30日 12月14日 12月28日 1月11日 1月25日 2月8日 2月22日

木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日㋺ 木曜日 木曜日㋛

神山町
(武田の里ふれあいホール)

11月1日 11月15日 12月6日 12月20日 1月17日 1月31日 2月7日 2月21日

 水曜日  水曜日  水曜日  水曜日  水曜日㋛  水曜日  水曜日㋺ 水曜日

穂坂町
(穂坂町コミュ二ティセンター)

11月10日 11月24日 12月8日 12月22日 1月12日 1月26日 2月9日 3月8日 3月22日

金曜日 金曜日 金曜日 金曜日㋺ 金曜日 金曜日㋛ 金曜日 金曜日 金曜日㋨

２
０
２
３
介
護
就
職
デ
イ

福
祉
・
介
護
の
し
ご
と

就
職
面
接
会

　
福
祉
分
野
の
仕
事
で
就
職
希

望
の
方
を
対
象
に
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。(

事
業
所
が

24
社
程
度
参
加
、
参
加
無
料
・

予
約
不
要
）

■
日
時

11
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
14
時
～
16
時

■
会
場

　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
３
階

　
甲
府
市
丸
の
内
１ｰ

１ｰ

17

■
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎

☎
２
２ｰ

１
３
３
１

※感染症対策として、マスクの着用が効果的な場面では着用を推奨します。

認知症のことで困ったら電話相談！
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パートナーシップ・ファミリーシップ制度

　韮崎市女性団体連絡協議会にご協力いただき、庁舎正面玄関にサンパチエン
スを飾りました。サンパチエンスは、従来の植物と比べて、二酸化炭素の吸収
量は、５から８倍、ホルムアルデヒドの吸収量は、３から４倍高く、環境浄化
作用が高い植物として注目されています。

韮崎市パートナーシップ・ファミリーシップ制度韮崎市パートナーシップ・ファミリーシップ制度

空気をきれいにする植物!?空気をきれいにする植物!? サンパチエンスサンパチエンス

■問い合わせ　総合政策課 政策推進担当（内線355～357）

すべての人が　自分らしくすべての人が　自分らしく
　暮らせるまち暮らせるまち　にらさき　を目指してにらさき　を目指して

　SOGIE（ソジー）ってなあに？ 　LGBTQ＋とは？

　市では、一人ひとりの人権が尊重され、多様性を認め合う地域社会を目指しています。人には、年齢・
趣向・価値観・生活環境など、一人ひとりに個性がありますが、性についても好みや認識などに様々な考
え方があります。

　LGBTQの尊厳と社会運動のシンボルとして使われている旗で、６色で性のグラデーショ
ンを表現しています。赤はライフ（生命)、オレンジは癒し、黄は太陽、緑は自然、青は調
和、紫は精神の意味が込められています。

レインボーフラッグは何を表しているの？

　様々な性的指向を持つ人の総称でそれぞれの頭文字をま
とめたことばです。
■ 好きになる対象が同性に向いている

レズビアン（Lesbian ＝ L）
ゲイ（Gay ＝ G）

■ 好きになる対象が女性・男性の両性である
バイセクシャル（Bisexual ＝ B）

■ 性自認が産まれたときに割り当てられた性別とは異なる
トランスジェンダー（Transgender ＝ T）

■ 性的指向・性自認が定まらない人、性的少数者の
クエスチョニング・クィア（Questioning・Queer ＝ Q）

■ 他にもある様々な性としてプラス（Plus ＝＋）

　生まれた時のからだの特徴のほか、３つの
要素の組み合わせによって、一人ひとりの性
の在り方が決まると考えられています。
　性は、100人いたら100通りあるといわれ
ており、グラデーションのように続いている
性質を持っています。
■ 性的指向（Sexual  Orientaition）

好きになる性
■ 性自認（Gender  Identity）

自分の思う性
■ ジェンダー表現（Gender  Epression)

あらわす性

　韮崎市では、パートナーシップ・ファミリーシッ
プ制度を10月10日から導入しました。
　同性・異性にかかわらず、お互いを人生のパート
ナーまたはファミリー（家族）として尊重し、日常
生活において協力することを約束した２人が市に宣
誓をしたことを公に証明するものです。これによっ
て、市営住宅や市立病院の利用において、家族とし
ての関係が認められます。法律上の効力が生じるも
のではありませんが、安心して誰もが大切な人とと
もに、自分らしく暮らしていけるよう、できる限り
応援するものです。要件・手続きの流れなど、詳し
くはガイドブックをご覧ください。

※韮崎市立図書館においても、パートナーシップ・
ファミリーシップに関連した資料を展示していま
す｡（～11月29日）

　パートナーシップ・ファミリーシップを知るため
の解説書や、関連した題材の物語・DVDなど、
97点を集めまし
た。お子さま向け
の家族で考えるこ
とができる児童書
や絵本もあります
ので、ぜひご覧く
ださい。
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知っ得！食育ひろば　ー 食改推の簡単レシピ ー　

「いなりメンチ」
～ 毎月１９日は 「食育の日」 ～

【作り方】
　①油揚げは、半分に切り、裏返す。
　②玉ねぎは粗みじん切りにして、豚ひき肉・Ⓐの調味料を加えて、粘り

　気がでるまで、よく混ぜ合わせ、8 等分にしておく。
　③ 8 等分にした②を、チーズで包み、裏返した油揚げに詰める。
　④フライパンにサラダ油を熱し、③を並べ、両面がカリっとするまで焼く。
　⑤お皿に④を盛り付け、混ぜ合わせたⒷのソースを添える。
【栄養量（１人分）】
　エネルギー 403 ㎉　食塩相当量 2.0g

　10月に開催した「シニアカフェ」で調理し
たメインのおかずにもなるレシピです。

 【材料（４人分）】
◆油揚げ………………４枚
◆豚ひき肉…………280ｇ
◆玉ねぎ……………100ｇ
◆サラダ油……小さじ1/2
　Ⓐパン粉………大さじ２
　Ⓐ牛乳…………大さじ２
　Ⓐカレー粉……小さじ１
　Ⓐ食塩………小さじ1/3

新型コロナワクチン

新型コロナワクチン接種のお知らせ新型コロナワクチン接種のお知らせ

■問い合わせ　韮崎市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター　☎0570-067489

　ワクチン接種の予約は電話（コールセンター）、インターネット、LINEで受け付けています。
　医療機関へは直接予約できませんので、ご注意ください。

 ◆令和5年秋開始接種について
　詳細については送付される接種券及び同封書類をご確認ください。
　なお、すでに令和５年春開始接種用の接種券を発行済みで、９月19日までに接種されていない場合はお手
持ちの予診票をそのままご利用いただけます。
■対象者：接種日に生後６か月以上の方で、初回接種（１・２回目）を完了している方
■ワクチンの種類
　●ファイザー社製オミクロン株XBB.1.5対応1価ワクチン
　　（12歳以上用、５～11歳用、生後６か月～４歳用）
　●モデルナ社製オミクロン株XBB.1.5対応1価ワクチン
　　（12歳以上用）
■接種券の発送及びスケジュール

接種券送付対象者 接種券送付日 予約開始日
令和５年春開始接種用以前の接種券

を発行済みで未接種者の方
お手元にある接種券を
ご利用いただけます。

予約開始済み令和４年秋開始接種済者
送付済み令和５年春開始接種済者

（5/8～7/31）
令和５年春開始接種済者

（8/1～8/31） 10月25日（水） 10月30日（月）

令和５年春開始接種済者
（9/1～9/19） 11月22日（水）（予定） 11月27日（月）（予定）

初回接種完了者（乳幼児及び小児） 送付済み 予約開始済み

 ◆初回接種（小児接種及び乳幼児接種含む）
　ワクチン接種は任意です。接種を希望される方はコールセンターまでお問い合わせください。

令和５年10月10日時点

■問い合わせ　健康づくり課 健康増進担当
　(保健福祉センター内）☎23-4310

　　Ⓐこしょう………………少々
　◆ピザ用チーズ…………120ｇ
　◆サラダ油……………小さじ１
　　Ⓑとんかつソース…大さじ２
　　Ⓑからし……………小さじ１
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滞納整理強化月間・家屋消失の届出  

固定資産税は、毎年１月１日現在に存在する家屋等に課税されます。しかし、家屋を取り壊しても届け出
がないと把握ができないため、課税されることになります。
　登記された家屋を取り壊した場合には、年内に法務局で滅失登記を行ってください。年内に滅失登記がで
きない方や未登記の家屋を取り壊した方は、必ず「家屋滅失届」を税務収納課へ提出してください。
※所有者や納税義務者が変わった場合なども、ご連絡をお願いします。
■提出書類 ●家屋滅失届　●滅失したことが確認できる書類（建物滅失証明書、解体業者からの完了届、
　　　　　　　　　　　　　　請求書、取り壊した状況と日付が確認できる写真）
　　　　　　※提出書類の様式は、市ホームページに掲載しておりますが、窓口でも配布しています。
■提出期限　12月22日（金）
■問い合わせ・提出先　税務収納課 資産税担当（内線156～158）

■税金等は納期限内に納めましょう
　税金等は、市民生活を支える貴重な財源です。また、期限内に納付をされている多くの市民の皆さん
との公平性を確保するという観点からも滞納整理を強化します。必ず納期限内に納付しましょう。

■納税に困ったら早めにご相談を！
　やむを得ない事情（離職や病気等による減収など）で、納期限内に納付ができない方は、早めに納税
相談にお越しください。

■滞納すると滞納処分の対象となります
　税金を滞納する人の中で、納税に応じない、納税相談に訪れない、財産（給与、預貯金、生命保険、
不動産、自動車等）があっても納税しないなど、悪質と判断される場合
は、早期の段階から差し押さえや捜索など滞納処分の対象とします。

■口座振替をご利用ください
　納税を口座振替にすると、納税者のお持ちの口座から自動的に引落しが
できるようになるので、コンビニや金融機関等に行く手間も省け、納め忘
れもなくなり、とても便利です。ご希望の方は、税務収納課までお問い合
わせください。

■問い合わせ　税務収納課 収納推進担当（内線163～165）

固定資産税は、毎年１月１日現在に存在する家屋等に課税されます。しかし、家屋を取り壊しても届け出

家屋を取り壊した方は… 家屋を取り壊した方は… 年内に滅失の届け出を!年内に滅失の届け出を!

11月·12月は 滞納整理強化月間です11月·12月は 滞納整理強化月間です

◆
年
末
調
整
資
料
等
の
配
布
に
つ
い
て
◆

～安定的な税収入の確保と税負担の公平性を保つため、滞納整理を強化します～～安定的な税収入の確保と税負担の公平性を保つため、滞納整理を強化します～

　
令
和
５
年
分
給
与
所
得
の
年

末
調
整
お
よ
び
法
定
調
書
用
紙

を
配
布
し
ま
す
（
甲
府
税
務
署

職
員
は
同
席
し
ま
せ
ん
）。

　
開
始
直
後
は
会
場
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
来
庁

時
間
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
配
布
日
時

11
月
16
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所

　
市
役
所
４
階　
大
会
議
室

■
注
意
事
項

※
予
約
不
要

※
配
布
日
以
後
は
、
税
務
収
納

　
課
窓
口
で
随
時
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

令和６年４月１日から
相続登記の申請が義務化されます!

■義務化でどうなるの？
相続がされているにもかかわらず、正当な理由が無く登記
がされていないと、10万円以下の過料の適用対象となりま
す。

■相続した不動産を把握するには？
相続権がある土地・家屋は、税務収納課にて「土地家屋名
寄帳」を取得していただくと確認することもできます。

■相続登記の方法は？
登記をするためには、法務局への申請が必要となります。
市役所では、登記をすることができません。

■登記手続きが難しい場合は？
司法書士などの専門家に依頼することもできます。
なお、司法書士などに依頼する場合は費用が生じます。

■問い合わせ　
　登記に関すること　甲府地方法務局韮崎出張所
　　　　　　　　　　☎0551-22-0370
　記事に関すること　税務収納課 資産税担当
　　　　　　　　　　(内線156～158）

　甲府地方法務局韮崎出張所
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放課後児童クラブ員

■年間利用【月額】
区　分 単位 第1子 第2子

基本利用料 月額 2,500円 1,300円

長期休業
期間利用
料の加算

夏休み（7月・8月） 月額 1,500円 750円
冬休み（12月・1月) 月額 500円 250円
春休み（3月・4月） 月額 500円 250円

延長利用（18時30分以降）の
利用料 １回 100円 100円

■ 1 日利用（一時利用）【日額】
区　分 単位 第1子 第2子

授業のある日の利用
（放課後の利用） 日額 300円 200円

授業のない日の利用
（土曜日、夏休み等） 日額 600円 300円

延長利用（18時30分以降）の利用料 １回 100円 100円

●第1子、第2子の数え方
　同一世帯で同じクラブをきょうだいで利用する場合、年少の
児童から順番に数えます。第３子以降は無料です。

●利用料の免除
　「生活保護世帯」、「ひとり親世帯・障がい者または障がい児
のいる世帯で、市民税が非課税の世帯」は無料です。

■市内の児童クラブ

受付期間　11月６日(月) ～ 24日(金）

令和６年度 放課後児童クラブ員を募集

児童クラブ名 住所・電話番号 定員

韮崎児童クラブ
（第１・第２）

本町２丁目１番７号
韮崎児童センター内
☎22-7687

100
名

北東児童クラブ
（第１・第２）

藤井町駒井2248番地１
北東児童センター内
☎23-5550

100
名

北西児童クラブ
清哲町青木1078番地１
北西児童センター内
☎22-1775

50
名

甘利児童クラブ
（第１・第２）

大草町上條東割788番地
甘利児童センター内
☎23-1535

100
名

　市では、仕事などで保護者が昼間家庭にいない小学生を対象に、授業の終了後や長期休暇等に適切な
遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成を図ることを目的として、市内４か所の児童センターで放
課後児童クラブを開設しています。
　入会を希望する児童の保護者は、電子申請（スマホ・PC）にて申し込みをしてください。

＊現在利用中の方も、毎年度申し込みが必要です。
＊受付期間終了後は状況を踏まえ、随時受付を行います。
   (随時受付:令和６年２月１日（木）からを予定）

■開所日・開所時間
開所日 開所時間

月～金曜日(学校開校日) 下校後から19時まで

土曜日・長期休業等 7時30分から19時まで

＊18時半以降は延長利用料が発生します。
＊18時以降は最終児童の退館後に閉館となります。
＊土曜日利用については事前登録制で、世帯の保護者全員が就
　労等により土曜日が留守家庭となる児童が利用対象となりま
　す。また、韮崎児童センターでの合同開催となります。

■対象児童
利用区分 対象学年 要　件

年間利用
（月額会員） 1～3年生 保護者の就業・疾病・看護等により留守家庭となる児童

1日利用
（一時利用） 1～6年生 上記に準じ一時的にクラブ利用が必要となる児童

＊感染症や熱中症対策による３密（密集・密接・密閉）の回避を図るため、放課後保育の必要性が高い３年生ま
での低学年を優先し、４年生以上は１日利用としての入会となります。ご理解とご協力をお願いします。

＊利用区分の変更は、月単位となり、転職で勤務状況が変わる場合などに限ります。

■受付場所・時間
申請方法 要　件

スマホ・PC
受付期間の最終日、23時59分までに入力を完了させてください。24時間、土・日・祝日
も申し込みが可能です。詳しくは、11月６日（月）に公開する市ホームページ（右QRコ
ード）をご確認ください。24時間申請可能です。
URL：https://www.city.nirasaki.lg.jp/kosodate_kyoiku/zidoucenter/index.html

＊アクセス後､「令和６年度（2024年度）放課後児童クラブ員の入会・利用のご案内」へお進みください。
＊入会には、条件がありますので、今後公開される募集案内を熟読のうえお申し込みください。
＊定員を超える申し込みがあった場合は、ご希望に添えないことがあります。

■問い合わせ　こども子育て課 子育て支援担当　 （内線174・175)
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農振除外・生涯学習フェスタ
　
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
、
農

業
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
た
め

に
は
、
農
業
委
員
会
に
お
け
る
転

用
手
続
き
を
行
う
前
に
、
農
用
地

区
域
内
か
ら
除
外
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
今
回
は
、
農
振
除
外
後
、
早
期

の
転
用
が
確
実
で
、
転
用
目
的
が

明
確
で
あ
り
、
緊
急
を
要
す
る
も

の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
具
体

性
・
緊
急
性
に
欠
け
る
案
件
は
対

象
外
で
す
。）

〇
申
出
受
付
期
間

12
月
１
日（
金
）〜
12
月
22
日（
金
）

※
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
期
間
厳
守
）

〇
申
出
方
法

　
窓
口
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
添
付
書
類
を
添
え
て
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
のの
変
更
変
更

 ︵
農
振
除
外
︶

︵
農
振
除
外
︶
のの
申
出
申
出
をを
受
け
付
け
ま
す

受
け
付
け
ま
す
︒︒

親子おせち教室
　食生活改善推進員会では、小学生親子を対
象におせち料理教室を開催します。お子さん
と一緒に行事食を作ってみませんか？
■日時 12月９日（土）10時～12時30分
　　　　※受付　９時45分～
■場所 韮崎市保健福祉センター 
■対象者 市内在住の小学生親子（先着７組）
■参加料 無料
■内容 だて巻き・お煮しめ・お雑煮など
■持ち物 エプロン、三角巾、筆記用具、
　　　　　お子様用のスリッパ
■締切　12月１日（金）

■申込み・問い合わせ
　　　健康づくり課 健康増進担当
　　　（保健福祉センター内）　☎ 23-4310

〇
除
外
要
件

　
次
の
除
外
要
件
を
全
て
満
た
す

も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

１　
申
出
地
以
外
に
農
振
除
外
地

　
・
宅
地
・
雑
種
地
等
、
代
替
す

　
べ
き
土
地
を
所
有
し
て
い
な
い

　
こ
と
。

２　
農
用
地
の
集
団
化
、
農
作
業

　
の
効
率
化
、
そ
の
他
農
業
上
の

　
利
用
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ

　
が
な
い
こ
と
。

３　
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業

　
経
営
を
営
む
者
に
対
す
る
農
用

　
地
の
利
用
の
集
積
に
支
障
を
及

　
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

４　
農
業
用
排
水
施
設
の
分
断
や
、

　
排
水
の
阻
害
等
、
農
業
用
施
設

　
の
機
能
に
支
障
を
き
た
す
お
そ

　
れ
が
な
い
こ
と
。

５　
国
の
直
轄
又
は
補
助
に
よ
る

　
土
地
改
良
事
業
、
又
は
こ
れ
に

　
準
ず
る
事
業
で
農
業
用
排
水
路

　
の
新
設
、
区
画
整
理
、
農
用
地

　
の
造
成
等
の
施
工
に
係
る
区
域

　
に
あ
る
場
合
は
、
事
業
の
工
事

　
が
完
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
か

　
ら
起
算
し
て
８
年
を
経
過
し
た

　
土
地
で
あ
る
こ
と
。

　公民館や文化活動を行う
団体・園児・小中高校生の
作品や発表をご覧いただけます。
　また、文化交流の一環として伊那市の「孤軍高
遠城伝承会」による踊りの披露もありますので、
ぜひご来場ください。
　※入場無料・未就学児入場可
■日時　11月11日（土）～12日（日）２日間
　　　　９時～
■場所　東京エレクトロン韮崎文化ホール
■問い合わせ
　韮崎市生涯学習フェスタ 実行委員会事務局
　（教育課 生涯学習担当内）（内線 266・267）

６　
当
該
農
用
地
の
農
地
中
間
管

　
理
権
の
存
続
期
間
が
満
了
し
て

　
い
る
こ
と
。

※
除
外
申
出
地
が
農
用
地
区
域
内

　
か
ら
除
外
さ
れ
て
も
、
予
定
す

　
る
事
業
計
画
が
実
施
さ
れ
な
い

　
場
合
に
は
、
再
度
編
入
す
る
こ

　
と
と
な
り
ま
す
。

※
農
用
地
区
域
内
か
ら
の
除
外
を

　
申
出
し
て
も
、
転
用
目
的
・
申

　
出
地
・
所
有
地
等
の
状
況
に
よ

　
っ
て
は
除
外
で
き
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
種
別

　
に
よ
り
除
外
で
き
な
い
農
地
も

　
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
農
業

　
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
除
外
と
な
る
ま
で
の
期
間

　
申
出
件
数
に
よ
り
、
１
年
程
度

の
期
間
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
業
計
画
を
検
討
す
る

際
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
産
業
観
光
課
農
林
振
興
担
当

（
内
線
２
２
３
～
２
２
５
）

韮崎市生涯学習韮崎市生涯学習
フェスタ '23フェスタ '23
開催開催

韮崎市生涯学習
フェスタ '23
開催
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財政状況

自主財源　韮崎市が自主的に収入できる財源：51.3％
依存財源　自主財源以外 （国県支出金 ・ 市債） の財源：48.7％

　歳入は、市税が法人市民税等の増により約８億３
千万円（15.3％）の増、地方交付税が普通交付税及
び特別交付税の増により約３千万円（1.1％）の増、
寄附金がふるさと応援寄附金の増により約1億5千万
円（31.9％）の増、県支出金が生活困窮世帯緊急生
活支援金給付事業費補助金等の増により約7千万円
（7.1％）の増になりました。
　一方、国庫支出金が子育て世帯への臨時特別給付金
支給事業の終了等により約４億７千万円（16.6％）の
減、市債は臨時財政対策債の減により約1億1千万円
（12.0％）の減となりました。
　全体では、前年度に比べ一般会計総額で約５億６千
万円（3.4％）の増となりました。

　歳出は、農林水産業費が県営中山間地域総合整備
事業費等により約５千万円（6.8％）の増、商工費
がチームにらさきエール商品券事業費等により約４
億円（149.8％）の増、土木費が道路施設長寿命化
推進事業費等により約５千万円（3.2％）の増、教
育費が地区公民館管理運営費等により約１億５千万
円（8.5％）の増となりました。
　一方、総務費がくらし応援臨時特別給付金給付事
業費の終了等により約２千万円（0.8％）の減、民
生費が昨年度実施した子育て世帯への臨時給付金支
給事業費の終了等により約２億７千万円（5.4％）
の減となりました。全体では、前年度に比べ一般会
計総額で約５億１千万円（3.2％）の増となりました。

　｢財政状況の公表」は、市の財政がどのように運営され、どのような状況にあるかを市民の皆さんに広く
知っていただくため、年2回広報により公表するものです。
　今回は、令和４年度の決算状況のほか、令和５年度の予算の補正状況について、その概要を公表します。

韮崎市の財政状況を公表韮崎市の財政状況を公表

市税 市民の皆さんや市内に事業所を持つ法人などに納めていただいた税金

地方交付税 全国の市町村が一定水準の行政サービスを提供できるよう、国税のうち
所得税、法人税、酒税、消費税の一定割合を国が交付するお金

使用料
および
手数料

使用料は市の施設の使用者に対してその対価として支払っていただくお金
（市営体育館使用料など）、手数料は市が行うサービスを受ける方に負担し
ていただくお金（住民票発行手数料など）

国庫支出金 特定の事業の財源として国から交付される負担金や補助金など

県支出金 特定の事業の財源として県から交付される負担金や補助金など

繰入金 市の基金（貯金）を取り崩して、各種事業の財源に充てるお金

財産収入 市が所有する土地や建物などの財産を貸し付けたり、売り払ったりする
ことで得られる収入や基金を運用することで得られる利子・配当金など

市債 主に公共施設などの建設の際に必要となる財源を調達するため、１会計
年度を越えて返済する借入金（借金）

議会費 議会の運営や議員の報酬に関する経費

総務費 戸籍、庁舎や財産の維持管理、選挙等に要する経費

民生費 高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、生活保護等
に要する経費

衛生費 健康診断や廃棄物処理など、保健や環境衛生に要す
る経費

労働費 労働者福祉対策、雇用対策などに必要な経費

農林水産業費 農業、林業の振興や基盤整備に要する経費

商工費 商工業や観光の振興などに必要な経費

土木費 道路や河川公園などの整備、維持管理に要する経費

消防費 消防、防災対策等に要する経費

教育費 小中学校、生涯学習、スポーツの振興に要する経費

公債費 市債（市の借金）のを返済する元金と利子の償還金

災害復旧費 自然災害などで被害を受けた道路や水路を復旧する
ための経費

【用語の解説】

令和4年度　一般会計決算令和4年度　一般会計決算令和4年度　一般会計決算令和4年度　一般会計決算令和4年度　一般会計決算令和4年度　一般会計決算
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財政状況

　実質単年度収支は、単年度収支から実質的な黒字要素（財
政調整基金積立金、地方債繰上償還額）や赤字要素（財政
調整基金取崩額）を加減したもので、当該年度における実
質的な収支を把握するための指標です。
　令和４年度は、歳入では、地方税、ふるさと応援寄附金、
企業版ふるさと寄附金など、自主財源が増収し、前年度に
比べ 3.4％の増となりました。歳出では、新型コロナウイ
ルス感染症対応や物価高騰による経済対策、生活支援に関
する事業の実施、また、市債の繰上償還や財政調整基金等
への積立などにより前年度に比べ 3.2％の増となりました。
　実質単年度収支は、実質収支の増に加え、積立金の増額
や繰上償還を実施したことに伴い６億 6,156 万円の黒字と
なりました。

※令和5年４月１日現在の人口（28,205人）で割って算出
した額を行政サービス額としています。

年　度 令和４年度 令和３年度

歳入決算額（A） 17,180,945 16,617,561

歳出決算額（B) 16,540,169 16,034,297

歳入歳出差引額（C）
【（A）-（B）】 640,776 583,264

翌年度に繰り越すべき財源（D） 133,367 204,659

実質収支（E） 【（C）－（D）】 507,409 378,605

単年度収支（F） 128,804 △77,115

積立金（G） 439,665 243,384

繰上償還金（H） 93,091 0

積立金取崩額（I） 0 269,141

実質単年度収支（J） 
（F）+（G）+（H）ー（I） 661,560 △102.872

議会運営のため（議会費） 4,970

庁舎管理や戸籍のため（総務費） 99,677

福祉のため（民生費） 165,658

環境や健康のため（衛生費） 55,439

就労支援のため（労働費） 901

農林業のため（農林水産業費） 25,656

商工業や観光振興のため（商工費） 23,810

道路や公園のため（土木費） 56,199

地域防災のため（消防費） 23,102

教育のため（教育費） 66,036

災害復旧のため（災害復旧費） 208

借入金返済のため（公債費） 64,770

支出総額 586,426

市民税（個人）市民一人あたり 54,912

固定資産税（個人）市内一世帯あたり 74,070

軽自動車税市内一世帯あたり 10,489

市たばこ税市民20歳以上一人あたり 10,673

入湯税市民一人あたり 261

都市計画税（個人）都市計画区域内
一世帯あたり 7,455

国民健康保険税被保険者一人あたり 93,164

特別会計 歳入 歳出 歳入のうち 
一般会計繰入金

国民健康保険 3,142,365 3,142,365 232,082

後期高齢者医療 368,144 367,563 83,259

介護保険 2,686,629 2,601,894 436,216

介護サービス事業 7,498 7,498 3,776

財産区 1,752 1,351 0

企業会計 収入 支出 収入のうち 
一般会計補助金

市立病院
収益的 2,514,885 2,681,727

260,132
資本的 148,261 213,687

　　資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　65,004
　　当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額　422
　　令和４年度末過年度分損益勘定留保資金残高　59,343

水道事業
収益的 891,841 871,629

197,728
資本的 377,468 544,628

　　資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　147,910
　　当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額　19,250
　　令和４年度末過年度分損益勘定留保資金残高　8,064

特別会計・企業会計決算

実質単年度収支の推移

 市民一人あたりの行政サービス費用

主な市税の負担状況

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：円）

（単位：円）

【参　考】
実質収支＝歳入歳出差引額－翌年度に繰り越すべき財源
単年度収支＝当年度実質収支－前年度実質収支
実質単年度収支＝単年度収支＋積立金（財政調整基金）＋
　　　　　　　　繰上償還額－基金取崩額（財政調整基金）

簡易水道
事　　業

収益的 17,992 17,992
14,706

資本的 1,675 8,452

　　資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　6,777
　　令和４年度末過年度分損益勘定留保資金残高　12,485

下水道
事　業

収益的 785,516 765,068
572,566

資本的 711,611 1,031,390

　　資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　314,481
　　当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額　5,298
　　令和４年度末過年度分損益勘定留保資金残高　15,487
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財政状況

◇入湯税　令和４年度決算額　736万6千円（右表)
　観光の振興、環境衛生施設・鉱泉源の保護管理施設
および消防施設等の整備に要する費用に充てることを
目的とした地方税です。

◇都市計画税　令和４年度決算額　3,500万9千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（右表)

　都市計画法に基づいて行う都市計画事業や土地区画整理
事業に要する費用に充てることを目的とした地方税です。

　令和4年度末の残高は、前年度比で約7億円（10.4％）の増となりました。市民一人あたりの貯金額は、令和4年度末の残高を
28,205人（4月1日現在の住民基本台帳人口）で割って算出し、約263千円となります。

区　分
基金名

令和３年度末
現在高

令和４年度中
積立額（増額）

令和４年度中
取崩額（減額）

令和４年度末
現在高

韮崎市財政調整基金 1,971,582 439,665 0 2,411,247
（内土地開発公社貸付金） 16,017 0 0 16,017
韮崎市都市計画事業基金 344,490 10,914 0 355,404
韮崎市職員の退職手当準備基金 177,495 1,982 0 179,477
韮崎市市債管理基金 509,761 102,327 93,091 518,997
韮崎市社会福祉事業基金 158,034 1,852 1,500 158,386
韮崎市国際交流基金 81,045 977 0 82,022
韮崎市地域福祉基金 298,000 0 0 298,000
韮崎市育英奨学基金 24,786 101,519 0 126,305
韮崎市公共施設整備基金 1,666,216 206,058 109,749 1,762,525
韮崎市立小中学校施設整備基金 538,921 1,557 5,000 535,478
韮崎市小水力発電施設整備基金 1,611 0 0 1,611
韮崎市社会教育振興基金 6,290 10,005 6,473 9,822
韮崎市森林環境譲与税基金 7,531 3 2,707 4,827
韮崎市まち・ひと・しごと創生基金 22,100 82,302 0 104,402
韮崎市ふるさと応援寄付金基金 3,572 0 0 3,572

一般会計（小計） 5,811,434 959,161 218,520 6,552,075
韮崎市国民健康保険財政調整基金 474,363 196 42,093 432,466
韮崎市介護保険事業基金 354,148 2,647 2,887 353,908
財産区 69,013 276 796 68,493

特別会計（小計） 897,524 3,119 45,776 854,867
合          　計 6,708,958 962,280 264,296 7,406,942

入湯税充当事業区分 事業費 入湯税充当額
環境衛生施設の整備 上水道施設の整備 13,403 1,838
消防施設等の整備 消防可搬式ポンプ2台購入 3,504 1

観光施設の整備
観光施設管理事業 63,528 2,657
健康ふれあいセンター管理事業 1,860 253

観光振興
観光宣伝事業 1,283 154
韮崎市観光協会補助金 17,967 2,463

入湯税充当事業  合計 101,545 7,366

都市計画税充当事業区分 事業費 都市計画税充当額

都市計画事業

街路事業 0 0
公園事業 29,691 13
下水道事業 572,566 246
都市計画基金積立 10,914 8,959
市街地開発事業 0 0
小計 613,171 9,218

その他
土地区画整備事業 55,562 10,019
都市計画事業債償還額 15,772 15,772

都市計画税充当事業  合計 684,505 35,009

　令和４年度末の市全体の市債現在高は、令和３年
度末より 10 億４千万円減少し、301 億９千万円と
なりました。この内訳は事業債が 196 億５千万円

（65.1％）、特例債（歳入不足を補うために地方交付
税制度等で設けられている特例的な借入金）が 105
億 4 千万円（34.9％）となっています。
　事業債については市単独道路整備事業費や水道
事業の借入はあるものの、償還により前年度から
５億５千万円（2.7％）の減となり、特例債につい
ても臨時財政対策債の借入はあるものの、償還によ
り前年度から５億円（4.5％）の減となっています。
　今後も市では、臨時財政対策債などの特例債や交
付税による補てん割合の大きい有利な借入金を選択
して借入れをしていく方針です。ただし、市債は借
金でありますので、発行についてはより一層の注意
を払い健全な財政運営に努めてまいります。

市債の事業別・借入先別残高

基金の残高

　目的税・譲与税の使途（単位：千円）

令和４年度末残高 301億9千万円

（単位：千円）

◇森林環境譲与税　令和4年度決算額　851万8千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （右表)

　森林環境税（国税）を国が地方公共団体に交付するもの
で、森林の伐採や人材育成・担い手の確保、木材利用の促
進等に要する費用に充てることを目的とした譲与税です。

森林環境譲与税充当事業区分 事業費 森林環境譲与税充当額

林業総務一般事務費 11,725 8,518

譲与税充当事業　合計 11,725 8,518
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財政状況

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ
く本市財政の健全化判断比率（下表の４指標）は、
早期健全化基準を大きく下回り、健全財政を堅持し
ています。

◇健全化判断比率

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、各会計とも
赤字額がないため比率は算定されません。

※実質公債費比率は、標準財政規模に対する１年あたり
の全ての借入金の元利償還金（返済額）の割合の３か
年平均です。一般家庭に例えると年間の給料総額に対
し、年間の借入金（住宅や車などのローン）の返済額
の割合を算出するものです。

※将来負担比率は、標準財政規模に対する将来負担する
こととなる見込額の割合です。一般家庭に例えると年
間の給料総額に対し、借入金（住宅や車などのローン）

※各比率の分母となる標準財政規模とは、標準的な一般
財源収入額をいい、市税、地方譲与税および普通交付
税が含まれています。一般家庭に例えると年間の給料
総額（手当等を除く）に相当するものです。

　標準財政規模　＝　88億3,333万5千円

◇資金不足比率

※資金不足比率は、公営企業の事業規模に対する資金不
足額の割合ですが、各会計とも資金不足額がないため、
比率は算定されません。

※市の各比率が上記の早期健全化基準等を超えた場合に 
は、財政健全化計画等の策定をすることになります。

の総額や子どもに対する今後の学費などの将来負担見
込額から貯金を除いた額の割合です。

令和４年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 - 13.55 20.00
連結実質赤字比率 - 18.55 30.00
実質公債費比率 9.6 25.0 35.0
将来負担比率 64.6 350.0 -

令和４年度 経営健全化基準
病院事業 - 20.0
水道事業 - 20.0
簡易水道事業 - 20.0
下水道事業 - 20.0

区　　　分 当初予算額 補正予算額 補正後の予算額 繰越額 予算現額
一般会計 16,753,000 1,269,128 18,022,128 544,703 18,566,831
特別会計 6,422,136 86,651 6,508,787 0 6,508,787

内　
　
訳

国民健康保険 3,279,543 0 3,279,543 0 3,279,543
後期高齢者医療 374,940 1,033 375,973 0 375,973
介護保険 2,754,182 85,618 2,839,800 0 2,839,800
介護サービス事業 7,838 0 7,838 0 7,838
財産区 5,633 0 5,633 0 5,633

企業会計 6,834,799 24,174 6,858,973 166,232 7,025,205

内　
　
訳

市立病院 3,124,388 0 3,124,388 43,230 3,167,618
水道事業 1,646,604 24,174 1,670,778 68,002 1,738,780
簡易水道 121,036 0 121,036 55,000 176,036
下水道事業 1,942,771 0 1,942,771 0 1,942,771

合　計 30,009,935 1,379,953 31,389,888 710,935 32,100,823

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率等の公表

令和5年度 上半期予算の補正状況

◇地方消費税交付金（社会保障財源化分）
   令和４年度決算額　4億1,616万4千円（右表）

　社会保障に要する費用に充てることを目的とした交
付金です。

社会保障財源充当事業区分 事業費 充当額
社会福祉事業 1,967,098 239,666
社会保険事業 1,048,329 127,725
保健衛生事業 400,311 48,773

交付金充当事業　合計 3,415,738 416,164

交付金の使途 （単位：千円）

（単位：千円）

主な元利償還金
・市借入金返済額 17億3,375万円
・公営企業の借入金に対する返済額の財源充当額
 5億5,704万9千円
・峡北広域行政事務組合等の借入金に対する返済
　額の財源充当額 1億727万円

主な比率算入額
・市借入金総額 180億3,718万円
・公営企業の借入金に対する財源充当見込額
 87億5,543万1千円
・峡北広域行政事務組合等の借入金に対する財源
　充当見込額 15億2,728万9千円
・職員退職手当負担見込額 16億5,102万8千円
・充当可能基金 72億3,343万2千円
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市制施行69周年記念式典
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（
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）
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第27回武田の里音楽祭『愛を奏でて』第27回武田の里音楽祭『愛を奏でて』
◆
感
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状
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校
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等
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黄
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・
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）
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人
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課 
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書
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当

（
内
線
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２
３
・
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）

　
市
で
は
、
市
制
施
行
69
周
年
を
記
念
し
て
、
10
月
８
日
（
日
）
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
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ー
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に

お
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て
、
記
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典
を
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。

　
式
典
で
は
、
市
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績
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
、
市
長
よ
り
表
彰
状
（
感
謝
状
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　子どもたちの元気で透き通った歌声、一般合唱の情緒豊かな
歌声、Ｎ響団友オーケストラの圧巻の演奏、 高校生とプロオー
ケストラとの夢の共演など盛りだくさんの内容でお届けします。
■日時　12月10日（日） 14時30分開演
■会場　東京エレクトロン韮崎文化ホール・大ホール
　　  【全席自由】一般800円・中学生以下無料（要入場整理券)
　　　チケット発売・整理券配布は、11月１日（水）より
■問い合わせ　一般財団法人 武田の里文化振興協会
　　　　　　　☎30-0510　 30-0511
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減災リーダー・ごみの分別

ごみの分別の徹底についてごみの分別の徹底について
エコパークたつおかの可燃施設において、
令和５年に、不燃ごみの混入が原因による
緊急停止が３回発生しました。
　焼却炉を一旦停止し、再稼働するために
は、灯油を概ね17,000ℓ（ドラム缶で85
本分）使用します。その外にもメンテナン
ス費用等の多くの費用がかかります。
　また、可燃施設をメンテナンスで停止し
ている間、ごみの受入ができなくなること
から、皆さまに多大なご迷惑をおかけする
ことになります。
　このような事態を
防ぐためにも、適切
なごみの分別にご協
力をお願いします。
■問い合わせ 【ごみの分別について】
　　市民生活課 生活環境担当（内線132)

■集中研修（２日間）
　募集定員　25名
　申 込 み　11月30日（木）まで

地域減災リーダーになろう!地域減災リーダーになろう!
　大規模自然災害等が発生した際に、家庭や地域の被害を最小限にとどめるた
め、日頃から市民が自主的に減災に取り組み、発災直後からの数日間を自分たち
の力でしのぐ「自助力・共助力」の向上に努めています。そこで、地域共助の中
心となり活動していただく『地域減災リーダー』の育成講座を開催します。

■女性向け研修（託児あり、申込み時要予約）
　募集定員　25名
　申 込 み　令和６年２月２日（金）まで

■普通救命講習 ■地区出前型研修
　町や地区の公民館等へ講師を派遣して育
成研修を開催します。参加者15名から受付
ます。時間は９時～16時、土日の開催も可
能です。地域行事の一環としてご活用くだ
さい。

■申込み・問い合わせ
　総務課 危機管理担当（内線339・399）

宝くじの助成により
自主防災用資機材を購入

　宝くじの社会貢献
広報事業として、宝
くじの受託事業収入
を財源としたコミュ
ニティ助成事業を活
用し、韮崎市自主防
災組織連絡協議会に
参画している自主防
災組織のうち、希望
があった組織に、防
災用資機材を整備し
ました。

■問い合わせ　総務課 危機管理担当（内線339・399）

科目 日時 場所 講師

・研修（家庭の減
　災、地域の減災、
　避難所の運営等)
・認定試験

12月９日
（土)

 ９時
～15時30分
※昼食持参

市役所
別館
201

会議室

NPO法人
減災ネット
やまなし

普通救命講習Ⅰ
12月10日

(日)
９時～12時

峡北
消防本部

２階
大会議室

韮崎消防署

科目 日時 場所 講師

・研修（家庭の減
　災、地域の減災、
　避難所の運営等)
・認定試験

２月８日
（木)

９時30分 　  
　　～16時
※昼食持参

市民交流
センター

１階
会議室

５・６・７

NPO法人
減災ネット
やまなし

普通救命講習Ⅲ
２月22日

（木)
９時30分 　
 ～11時30分

韮崎消防署

※普通救命講習Ⅲは、小児・乳幼児に対する応急手当の内
　容となっています。

開催日 時間 場所 講師
11月11日（土)

９時～12時
峡北

消防本部
２階

大会議室
韮崎消防署

12月10日（日)
※集中研修受講者

は参加　　　
１月20日（土)
２月18日（日)
３月16日（土)
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イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

つ
ま
み
細
工
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
教
室　
　
　
　
（
要
申
込
）

　
伝
統
の
技
法
と
現
代
の
セ
ン
ス

が
一
体
と
な
っ
た
つ
ま
み
細
工
で
、

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

11
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
受
講
料　
１
、
５
０
０
円

■
定
員

15
名

※
最
低
開
催
人
数
５
名

※
小
学
校
４
年
生
以
下
は
保
護
者

　
同
伴

■
場
所　
１
階　
会
議
室
５
・
６

■
持
ち
物　
濡
れ
て
い
る
手
拭
き

　
タ
オ
ル
（
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

　
ュ
可
）、
作
品
持
ち
帰
り
用
袋

or
箱
（
縦
横
20
㎝ 
）

■
講
師　
つ
ま
み
細
工
寿
々
ー
Ｓ

　
Ｕ
Ｚ
Ｕ
ー  

鈴す
ず

木き

真ま

さ

み

佐
美
氏

■
申
込
締
切

11
月
19
日
（
日
）

お
し
ゃ
れ
御
正
月
飾
り（
要
申
込
）

　
華
や
か
な
御
正
月
飾
り
を
作
り
、

新
年
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
‼

■
日
時

12
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
受
講
料　
２
、
０
０
０
円

※
材
料
費
込
み

■
定
員

15
名

※
最
小
開
催
人
数
５
名

■
場
所　
１
階　
会
議
室
５
・
６

■
持
ち
物　
ニ
ッ
パ
ー
ま
た
は
ペ

　
ン
チ
（
針
金
を
カ
ッ
ト
で
き
る

　

道
具
）、
ハ
サ
ミ
、
マ
ス
キ
ン

　
グ
テ
ー
プ
、
グ
ル
ー
ガ
ン
（
お

　
持
ち
の
方
）

■
講
師　
ア
ト
リ
エ
・
サ
ン
サ
シ

　
　

  

オ
ン　
竹た

け
う
ち内

ま
さ
み
氏

■
申
込
締
切

12
月
３
日
（
日
）

「
だ
れ
で
も
簡
単
‼　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
講
習
会
」
～
ス
マ
ホ
ラ
イ

フ
を
始
め
ま
し
ょ
う
～
（
無
料
）

　
ス
マ
ホ
は
初
め
て
と
い
う
方
や
、

使
い
方
に
自
信
の
な
い
方
に
向
け

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
講
習
会

を
行
い
ま
す
。
日
頃
、
ス
マ
ホ
の

使
い
方
で
お
困
り
の
方
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
12
月
５
日
（
火
）

※
両
日
同
じ
内
容
を
行
い
ま
す
。

■
場
所

1
階　
会
議
室
５

■
講
習
時
間
と
内
容

①
10
時
～
11
時

　
電
話
の
か
け
方
、
カ
メ
ラ
の
使

　
い
方

②
11
時
15
分
～
12
時
15
分

　
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法

③
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
地
図
ア
プ
リ
の
利
用
方
法

④
14
時
45
分
～
15
時
45
分

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
）
の

　
使
い
方

※
①
～
④
の
受
講
し
た
い
内
容
を

　
選
択
で
き
ま
す
。（
複
数
可
）

■
定
員　
①
～
④　
各
８
名

■
講
師　
株
式
会
社
フ
ォ
ネ
ッ
ト

■
持
ち
物　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
（
О
Ｓ
・
機
種
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
し
を

　
し
ま
す
。）

■
申
込
み

11
月
1
日（
水
）か
ら

第
20
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年

～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～

入
賞
・
入
選
作
品
巡
回
展

■
展
示
期
間

11
月
1
日
（
水
）

　
　
　
　
　
～
11
月
26
日
（
日
）

■
主
催　
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

　
　
　

「
秋
の
夜
長
の
読
書
リ
レ
ー
」展
示

　
段
々
と
冬
の
足
音
が
近
づ
い
て

く
る
11
月
。
大
い
に
満
喫
し
て
冬

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
秋
ら
し
い
単

語
を
し
り
と
り
に
し
て
本
を
集
め

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ

１
１
１
５

■
展
示
期
間

11
月
1
日
（
水
）

　
　
　
　
　
～
11
月
29
日
（
水
）

お
は
な
し
会
と
お
り
が
み
教
室

　
季
節
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
お
り
が
み

教
室
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

11
月
11
日
（
土
）

　
　
　
14
時
か
ら
各
20
分
程
度

■
場
所　
読
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　
幼
児
～
小
学
校

　
　
　
　
低
学
年
の
子
ど
も

朗
読
の
つ
ど
い

11
月
は
市
内
三
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時

11
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
会
議
室
９

■
内
容

「
客
ぎ
ら
い
」
谷
崎
潤
一
郎
作

　
　
　
朗
読　
小こ

ば
や
し林

方ま
さ

子こ

さ
ん

「
木
戸
前
の
あ
の
子
」   　
　
　

竹
田
真
砂
子
作

　
　
　
朗
読　
田た

代し
ろ

律り
つ

子こ

さ
ん

「
口
紅
」　

   　

唯
川　
恵
作

朗
読　
春し

ゅ
ん
ど
う藤

博ひ
ろ

子こ

さ
ん

だ
っ
こ
の
会

　
わ
ら
べ
歌
、
手
遊
び
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

11
月
23
日
（
祝
・
木
）

　
　
　
　
11
時
か
ら
20
分
程
度

■
場
所　
読
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　
乳
幼
児

☆
小
学
生
の
部

　
名
誉
市
民
賞

藤ふ
じ
わ
ら原

熙ひ
ろ

人と

（
韮
崎　
4
年
）

　
市
長
賞

倉く
ら

谷や

真ま

こ子
（
韮
崎　
1
年
）

　
教
育
長
賞

笹さ
さ　

　
安あ

ん

李り

（
北
東　
3
年
）

　
校
長
会
会
長
賞

樋ひ

口ぐ
ち

苺い
ち

香か

（
甘
利　
6
年
）

樋ひ

口ぐ
ち

洸こ
う

翔し
ょ
う（

甘
利　
2
年
）

図
書
館
長
賞

倉く
ら

谷や

凜り

こ子
（
韮
崎　
3
年
）

☆
中
学
生
の
部

　
名
誉
市
民
賞

粟あ
わ

井い

玲れ

い衣
（
韮
崎
西
2
年
）

佐さ

藤と
う

里り

お

な

緒
菜
（
韮
崎
西
2
年
）

澤さ
わ

田だ

楓ふ
う

菜な

（
韮
崎
西
2
年
）

　
市
長
賞

千ち

だ田

杏あ

ず都
（
韮
崎
西
2
年
）

　
教
育
長
賞

福ふ
く

田だ

希き

ほ歩
（
韮
崎
西
2
年
）

　
校
長
会
会
長
賞

内な
い
と
う藤

珠た
ま

希き

（
韮
崎
西
2
年
）

　
図
書
館
長
賞

村む
ら
か
み上

実み

ゆ優
（
韮
崎
西
2
年
）

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

韮
崎
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者

第10回
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車上ねらいに注意‼
　最近、韮崎市内などにおいて車内に置かれた財布やカバンなどを盗む「車上ねらい」が発生しています。
このような被害にあわないために、財布や貴重品などを車の中に置いておかないようにしましょう。また、
車を離れる際には、確実に窓を閉め、ドアロックをするなどして被害防止に心掛けてください。

　11月15日（水）から令和６年３月15日（金）までの間イノシシと二ホンジカの狩猟が解禁されます。
(その他の狩猟鳥獣は11月15日（水）から令和６年２月15日（木）までの間）また、狩猟期間中、キノ
コ狩りやハイキングなどで野山に入る方もいると思われますので、猟銃等所持許可者と一般の方などにつ
いては、下記の点に注意が必要です。

★
感
染
症
等
の
状
況
に
よ
り
、
記
載
の
内
容
が
中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
ら
ち
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
３
「
縄
文
を
感
じ
よ
う
」

（
要
予
約
）

　
外
で
秋
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら

縄
文
時
代
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
み

ま
し
ょ
う
。
焼
き
い
も
や
炊
飯
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
‼

■
日
時　
11
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
13
時

■
場
所　
円
野
町
内

■
集
合　
９
時
30
分

　
　
　
　
下
円
井
公
民
館

　
　
（
円
野
町
下
円
井
１
７
６)

■
定
員　
親
子
20
名

韮
高
へ
行
こ
う
♪　
　
（
要
予
約
）

　
韮
崎
高
校
へ
み
ん
な
で
遊
び
に

行
き
ま
し
ょ
う
。
高
校
生
に
よ
る

シ
ア
タ
ー
タ
イ
ム
、
交
流
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
９
時
50
分
～
10
時
40
分

■
場
所　
韮
崎
高
等
学
校

■
集
合　
９
時
30
分　

　
　
　
　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
前

※
雨
天
時
は
現
地
集
合

■
定
員　
未
就
学
児
の
親
子
10
組

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ス
（
要
予
約
）

　
子
育
て
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。
外
出
が
難
し

い
方
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
も

で
き
ま
す
。

■
日
時　
11
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
２
階　
に
ら
★
ち
び
イ

　
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
ま
た
は
オ
ン

　
ラ
イ
ン

■
講
師　
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

　
　
　
　
　
川か

わ

辺べ 

修し
ゅ
う
さ
く作 

氏

■
定
員　
未
就
園
児
の
親
子
10
組

　
第
12
回
Ｕ-
３　
親
子
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
　
（
要
予
約
）

　
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
韮
崎
！
青
い

空
、
き
れ
い
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
親

子
で
サ
ッ
カ
ー
に
触
れ
て
楽
し
も

う
♪
（
雨
天
中
止
）

■
日
時　
11
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
20
分

■
場
所　
韮
崎
中
央
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
芝
生
広
場

■
対
象　
３
歳
以
下
の
親
子

　
　
　
　
１
０
０
組

■
お
願
い

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
（
ヒ
ー
ル
、
サ
ン
ダ
ル

　
で
は
入
れ
ま
せ
ん
）。

＊
フ
ィ
ー
ル
ド
内
は
飲
食
禁
止
で

　
す
（
水
の
み
可
）。

＊
フ
ィ
ー
ル
ド
内
は
ベ
ビ
ー
カ
ー

　
禁
止
で
す
。

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ
７
６
７
６

　●国民健康保険より
 10月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）は、
155,508,387円（前年同月比4.21％増）で、1人あたりの保険者
負担額は、26,175円（前年同月比9.11％増）でした。引き続き
健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください。

　●市の人口　10月１日現在 　　  　       　　（前月比）
　　男　1４，11９人（うち外国人３３６人）　　　　ー
　　女 　1４，０３1人（うち外国人2９1人）  　 1３人増
　　計　2８，1５０人（うち外国人６０2人）  　 1３人増
　　世帯数　12，８３1世帯    　　　  　　　2０世帯増

■問い合わせ　韮崎交番　☎20-0110（内線580)

「狩猟期における猟銃等による事件・事故防止」

● 猟銃等所持許可者の注意事項
　 (狩猟の事故防止７か条）
・銃口は絶対に人のいる方向に向けないこと
・銃は常に自分で管理すること
・脱包したら必ず機関部を開放すること
・実包は足場が決まってから装填すること
・猟場では矢先の確認をしっかりとすること
・注意力を養成すること
・同行者の位置とその移動に注意すること

● 一般の方（ハイカー等）の注意事項
・キノコ狩りやハイキングなどで野山に入られる
　方は、できるだけ目立つ服装を心掛けること
・野山に入る際は単独行動を避け複数で移動する
　ようにすること（音の鳴るものを携帯するなど
　自分の存在をアピールすること）
・わなを設置している標識がある場所へは絶対に
　近づかないこと

韮崎交番からのお便り

【思いやりの一言】
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広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

　
お
知
ら
せ

市
営
総
合
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

使
用
に
つ
い
て

　
市
営
総
合
運
動
場
の
夜
間
照
明

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
る
た
め
、

令
和
６
年
３
月
ま
で
の
間
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
期
間
中
は
、
中
央
公
園
や
御
勅

使
サ
ッ
カ
ー
場
、
グ
リ
ー
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
穂
坂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

●
施
設
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
課 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

　
担
当
（
内
線
２
７
２
）

●
施
設
予
約
に
つ
い
て

　
教
育
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
（
市
営
体
育
館
内
）

☎
２
２-

０
４
９
８

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
農
業
者
年
金
制
度
は
農
業
に
従

事
す
る
方
に
用
意
さ
れ
た
政
策
年

金
で
、
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
、「
農

業
者
の
確
保
」
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
資
格
は
、
60
歳
未
満
※
、

年
間
60
日
以
上
農
業
従
事
、
国
民

年
金
第
一
号
被
保
険
者
（
保
険
料

納
付
免
除
者
を
除
く
）
で
す
。
終

身
年
金
で
万
一
、
80
歳
前
に
亡
く

な
ら
れ
た
場
合
で
も
80
歳
ま
で
の

年
金
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
支
払
保
険
料
の
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

た
め
、
節
税
に
も
な
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

　
る
場
合
は
、
60
歳
以
上
で
も
加

　
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
農
業
委
員
会

（
内
線
２
２
１
・
２
２
６)

リ
ス
ク
に
備
え
て
収
入
保
険
や
園

芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
だ
け
で

な
く
、
ケ
ガ
や
病
気
で
農
作
物
の

収
穫
・
販
売
が
で
き
な
い
場
合
な

ど
に
補
償
さ
れ
る
「
収
入
保
険
」

は
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農

業
者
が
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
冬
の
強
風
や
積
雪
な

ど
に
よ
る
ハ
ウ
ス
の
被
害
に
備
え

る
「
園
芸
施
設
共
済
」
の
加
入
に

つ
い
て
も
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

韮
崎
市
で
は
保
険
料
ま
た
は
掛
金

の
一
部
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
加
入
を
検
討
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
農
業
共
済
組
合

　
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
）北
部
支
所

☎
０
５
５
１-

２
３-

１
１
１
１

労
働
保
険
加
入
手
続
き
は
お
済
で

す
か
？

　
11
月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す
。
１
人
で
も
労
働

者
を
雇
っ
て
い
る
場
合
、
労
働
保

険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主

の
方
は
、
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
公
共
職
業
安
定
所

　
☎
２
２-

１
３
３
１

11
月
15
日
は
「
き
も
の
の
日
」

き
も
の
着
付
け
体
験
教
室

　
自
分
で
着
ら
れ
る
よ
う
に
着
付

け
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
ナ
ー
な
ど
を

ご
指
導
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
中
は
毎
日
実
施
し

　
ま
す
。
ご
希
望
の
日
時
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
場
所　
小こ

ば
や
し林

方ま
さ
こ子

き
も
の
教
室

（
武
田
橋
よ
り
車
で
５
分
）

■
対
象
・
定
員

　
　
　
　
女
性
20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　
無
料

■
持
ち
物　
き
も
の
・
長
襦
袢
・

　
　
　
　
　
帯
・
そ
の
他
小
物

※
文
化
庁（
県
教
育
委
員
会
）後
援

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
林
方
子
き
も
の
教
室

☎
・

２
２-

６
８
１
６

介
護
補
助
入
門
講
習
（
無
料
）

※
介
護
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識・

　
技
術
を
学
び
ま
す
。

　
～
山
梨
県
知
事
認
定
「
介
護
入

　
門
的
研
修
」
修
了
証
交
付
～

■
日
程　
12
月
12
日
（
火
）
～　

15
日
（
金
）
４
日
間

　
　
　
　
９
時
30
分
～
16
時

■
会
場　
甲
府
市
内

■
定
員　
10
人
（
書
類
選
考
に
よ

　
　
　
　
り
決
定
し
ま
す
）

■
締
切
日　
11
月
20
日
（
月
）

■
要
件　
令
和
５
年
度
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
る
方

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

山
梨
理
科
ク
ラ
ブ
第
２
回
講
習
会

　
不
思
議
な
電
子
楽
器
を
作
っ
て

奏
で
て
、
電
気
の
流
れ
を
実
感
し

よ
う
。

■
対
象　
県
内
の
小
学
校
３
年
生

　
　
　
　
か
ら
中
学
生

■
日
時　
12
月
17
日
（
日
）

　
　
　
午
前
の
部　
10
時
～
12
時

　
　
　
午
後
の
部　
14
時
～
16
時

■
場
所　
工
業
会
館
３
階
Ａ
Ｌ
室

　
　
　
（
山
梨
大
学
工
学
部
内)

■
定
員　
50
名
（
午
前
の
部
25
名
・

　
　
　
　
午
後
の
部
25
名
）

■
教
材
費　
５
０
０
円

■
申
込
期
間　
11
月
６
日
（
月
）

　
～
12
月
５
日
（
火
）
先
着
順

■
申
込
み　
氏
名
、
ふ
り
が
な
、

　
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、
携
帯

　

電
話
（
ま
た
は
固
定
電
話)

、

　
住
所
、
保
護
者
氏
名
、
午
前
・

　
午
後
の
希
望
を
記
載
し
て
、
次

　
の
方
法
で
申
し
込
み
し
て
く
だ

　
さ
い
。(

担
当 

中
込
）

■
申
込
先

①
電
子
メ
ー
ル　

nakagom
i@

　

m
icrosystem

ri.co.jp

②
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル　

　
０
９
０-

３
５
９
８-

１
６
７
５

■
主
催　
山
梨
工
業
会
山
梨
支
部

　
　
　
　
山
梨
理
科
ク
ラ
ブ

■
協
賛　
山
梨
大
学　
工
学
部
・

　
生
命
環
境
学
部
、
山
梨
工
業
会

　

(

山
梨
大
学
工
学
部
・
生
命
環

　
境
学
部
同
窓
会
）

消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
‼

　
年
々
、
悪
質
で
巧
妙
に
な
っ
て

い
く
振
込
め
詐
欺
や
リ
フ
ォ
ー
ム

詐
欺
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
お
か
し
い
な

と
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　
毎
週
火
曜
日
・
水
曜

　
日
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
９
時
～
16
時
（
正
午
～
13
時
は

　
除
く
）

　
講
　
座

　
相
　
談
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（
有
料
広
告
）

　
　
　

　
　
　

■
場
所　
市
役
所
１
０
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課 

商
工
観
光
担
当

　
　
　
　
（
内
線
２
１
４)

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン☎

１
８
８

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
全
国
一

斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　
～
21
日
（
火
）

　
　
　
　
８
時
30
分
～
19
時

　
　
　
　
土
日
は
、
10
時
～
17
時

■
相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
及

　
び
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

　
守
し
ま
す
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

　
甲
府
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
人
権
擁
護
課

☎
０
５
５-

２
５
２-

７
２
３
９

一
日
合
同
行
政
相
談
所

　
生
活
に
か
か
わ
る
登
記
、
年
金
、

道
路
な
ど
の
相
談
に
担
当
者
の
ほ

か
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理

士
な
ど
の
専
門
家
が
お
答
え
し
ま

す
。

■
日
時　
11
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
～
19
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
会
議
室
５
～
７

※
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

　
守
し
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不

　
要
で
す
が
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
省 

行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
き
く
み
み
山
梨

☎
０
５
７
０-

０
９
０
１
１
０

ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き

ゆ
～
ぷ
る
感
謝
祭

　
農
産
物
の
販
売
や
屋
台
の
出
店

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
内
容
は
変
更
に
な
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
）

■
日
時　
11
月
18
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ　

　
ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き

☎
０
５
５
１-

２
０-

２
２
２
２

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
木
の
実
で
リ
ー
ス
作
り
講
座

　
公
園
で
集
め
た
ド
ン
グ
リ
な
ど

の
木
の
実
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を

ツ
ル
や
円
板
に
飾
り
付
け
、
個
性

豊
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー
ス
を
作

る
講
座
で
す
。

■
日
時　
11
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
12
名

■
参
加
費　
５
０
０
円

②
手
前
味
噌
（
甲
州
味
噌
）
作
り

　
講
座

　
老
舗
井
筒
屋
さ
ん
の
米
麴
と
麦

麴
を
使
っ
て
手
前
味
噌
作
り
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
米
麹
：
麦
麹
１
：
１
の
甲
州
味

噌
で
す
。
同
じ
材
料
で
仕
込
ん
で

も
各
家
庭
で
の
発
酵
条
件
の
違
い

か
ら
、
味
が
変
わ
り
ま
す
。
家
の

味
噌
が
一
番
う
ま
い
「
手
前
味
噌

講
座
」
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

■
定
員　
10
組

■
参
加
費　
１
組
２
、
５
０
０
円

　
大
豆
１
ｋｇ
か
ら
出
来
る
味
噌
。

　
概
ね
４
ｋｇ
お
持
ち
帰
り

■
持
ち
物　
６
ℓ
以
上
の
漬
物
樽

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
１ｰ

３
７-

４
３
６
２

甲
府
矯
正
展
の
お
知
ら
せ

■
日
時　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
　
９
時
～
15
時

■
場
所　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

■
内
容　
施
設
見
学
、
矯
正
広
報

　
パ
ネ
ル
展
示
、
刑
務
所
作
業
製

　
品
の
展
示
即
売

■
問
い
合
わ
せ　

　
甲
府
刑
務
所
企
画
部
門(
作
業)

☎
０
５
５-

２
４
１-

８
３
１
１

子
ど
も
食
堂
を
開
催
し
ま
す
。

　

｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
ら
ら
ん
」
の

ご
協
力
の
も
と
、
韮
崎
市
・
甲
斐

　
イ
ベ
ン
ト

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
子
ど
も
食

堂
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
11
時
～
14
時

■
場
所

　
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ

　
リ　
地
下
１
階　
ミ
ア
キ
ス

■
参
加
対
象

　
韮
崎
市
在
住
の
小
中
学
校
児
童

　
生
徒
と
そ
の
保
護
者

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
韮
崎
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
２-

６
９
４
４
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EF15形 電気機関車を現役時代の姿に
韮崎市ふるさと納税 クラウドファンディングに挑戦!

■受付期間　　11 月 1 日（水）～ 令和 6 年 1 月 31 日（水）
■返 礼 品　　EF15 関連商品をはじめとする韮崎市特産品（市外在住者のみ）
■問い合わせ　総合政策課 ふるさと納税窓口
　　　　　　　☎ 22-1990

　韮崎中央公園に保存されている『電気機関車 EF15』は、昭和 61 年に旧国鉄より貸与されたも
ので、『EF15 形式 198 号車』のほか、「トラ」や「ヨ」を含む 5 両連結という、日本全国を見て
も珍しい状態で今もなお当時のまま保存されています。
　しかしながら、長い年月の経過とともに、車体の塗装の剥離が進んできています。今回、再塗装
と整備を進め、もう一度韮崎で『在りし日の姿の電気機関車』を取り戻すための費用を募ります。

～令和の時代～令和の時代ににもう一度   　もう一度   　
国鉄ぶどう色国鉄ぶどう色ををにらさきの地に～にらさきの地に～

　空き家バンク不動産事業者と市担当者が空き家バ
ンクへの登録についての個別相談会を行います。

■日　時　11月18日（土）　14：00～ 
               (１組あたり30分）
■場　所　市民交流センター・ニコリ　１F会議室
■対　象　市内に空き家をお持ちの方
■参加費　無料（事前申込みが必要です｡）
■申込方法　電話またはメールで
　　　　　　お申し込みください。
■■問い合わせ問い合わせ
　総合政策課 地域戦略担当（内線363）　　総合政策課 地域戦略担当（内線363）　
　メール：seisaku@city.nirasaki.lg.jp　メール：seisaku@city.nirasaki.lg.jp

空き家の個別相談会フェスタ韮崎開催！

　保証会社が入院患者様の連帯保証人となることにより、
様々な事情で連帯保証人を立てられない患者様にも、安心し
て入院していただくことができるサービスになります。
　この保証は、無保険の方や外国籍の方、緊急入院時などで
も対象となりますので、幅広い方にご利用いただけ、身内に
連帯保証人のお願いをする必要がなく、迷惑がかからないか
悩むこともなくなり、安心して入院・治療に専念できます。
■■問い合わせ問い合わせ
　韮崎市立病院 医事担当韮崎市立病院 医事担当
　☎22-1221　☎22-1221

10月８日（日）、韮崎
中央公園にてフェスタ韮
崎が開催されました。当
日は、約60台が集まる
キッチンカー選手権も開
催され、多くの人でにぎ
わいました。

韮崎市立病院
入院時連帯保証人不要
サービスが始まりました

寄
付
掲
載
サ
イ
ト


